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１．研究の目的 

青少年教育施設で実施されるウォークラリーは

自然豊かな環境下を子どもだけで歩くため、子ども

たちだけでの問題解決という意義がある反面、道迷

いや危険個所の立ち入りなどコース上の安全管理

に課題がある。小西他（2018）は GPS ロガーを用い

た道迷い発生箇所の特定から、コマ図（図式化され

た地図）の作成方法が日本レクリエーション協会ウ

ォークラリー委員会による規定に合っていないコ

マ図が、道迷いを誘発することを明らかにした。本

研究は、コマ図の改善を行い、道迷いの発生が低下

するか比較した。 

２．研究の方法 

①コマ図の修正 

小西他（2018）の結果に基づき、現地調査、上記

規定を勘案し、コマ図の修正を実施した。 

 

例えば、左図旧図 No25 は約 500mの区間が一つの

コマ図に記載され、分岐が多く道迷いが発生してい

た。分岐ごと右図新図 No23～26に分割した。 

②対象者 

 小学校 4 校、53 グループ、実施期日 2018 年 6 月。 

③GPS を用いた移動履歴の取得と分析  

各グループに GPS ロガーを配布し修正コマ図を使

用しデータを得た。移動経路、移動時間、速度を取

得。全長 14 キロの内、前回調査（2017 年）で道迷

いや停止が多かった約 1.8キロ、9か所を比較した。 

３．結果 

①コース全体の道迷い発生回数 

グループごとのコース全体の 5分以上の道迷い・停

止の発生回数を修正前と修正後で比較し、

Man-Whitney 検定を行ったところ U =800.000、

p<0.05 であり発生回数に有意な差が見られた。 

②ポイント別の道迷い発生回数 

ポイント別にみると 5 分以上の道迷い・停止は 9か

所で発生していたが、そのうち 3か所で修正前と修

正後の発生回数に有意な差が見られた。 

調査地点 2017 n=50 2018 n=42 Fisher の直接法 コマ図修正 

P１ 8 1 p＜0.5 出入りコースの解消 

P14-18 20 2 p＜0.01 コマ図の分割 

P13 1 6 p<0.5 道幅、地図記号修正 

③コース全体の所要時間 

修正前と修正後の所要時間の平均値（前：47 分

41 秒、後：42分 52秒）を比較したところ、ｔ（99）

＝-2.44、ｐ＝.016 であり、修正前と修正後の所要

時間に有意な差が見られた。 

４．考察 

コース全体を通じて、道迷い発生回数の低下、所

要時間の短縮が認められた。また２地点においてコ

マ図の修正の効果が認められた。P14-18（旧図 No25）

は、コマ図を分割したことで、現在地確認が容易に

なり、道迷いが減少したと考えられる。P1 は直前の

コマ図が出入りのコースを含んでおり、その解消が

現在地確認を容易にしたと考えられる。 
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